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 人工肝臓装置の研究開発は既に９０年の歴史があるが、いまだに実用化されていると
は言えない。また、近年、創薬の迅速化や臨床試験に近い薬物代謝試験の必要性が高まり、
in vitro ヒト肝組織培養システムの開発が望まれている。これまでの人工肝臓開発は、肝
細胞のみを培養することに焦点が当てられてきた。しかし、肝細胞は活性化している非実
質細胞や細胞外マトリックスと共存かつ秩序ある配列をもつことにより、生存でき、多く
の肝機能を発揮し維持することができると我々は考えている。 
そのような視点から、分化に対して万能である胚性幹細胞（ＥＳ細胞）が注目されてい
る。我々はすでにマウスＥＳ細胞を用いて肝組織構築に成功し、このマウスＥＳ細胞由来
肝組織を用いて動物実験代替システムへの応用を目指している。本セミナーでは、ＥＳ細
胞のバイオロジーを解説した後、肝臓から調製した肝細胞やＥＳ細胞を用いた肝組織再構
築とそのチップ化戦略についてお話したい。 
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日程：平成２０年７月１４日（月曜日）午前１０時２０分から 
場所：北海道大学大学院工学研究科 材料化学棟２階：２１４号室 

連絡先：生物機能高分子専攻 田口 精一（内線６６１０） 
staguchi@eng.hokudai.ac.jp 

共催：北海道大学グローバルCOE プログラム「触媒が先導する物質科学イノベーション」 


